
仕事が楽しい人Ｆｉｌｅ．６２：曽和正俊さん（養蜂家） 

 

 

 

 

◆体を張って社員（ミツバチ）を守る曽和さん 

 

第６２番目の仕事が楽しい人は、養蜂家の 

曽和正俊さんです。 

 

曽和さんが、養蜂家の修行に出たのは２０１５年１月でした。 

曽和さんは、それまで大手の食品問屋で営業をしていました。 

この仕事にやりがいを感じていたのですが、ある知人から「養蜂をやらないか」と、何回

も声をかけられていました。 

昆虫に関心がなく、また、問屋の仕事にも満足していたため、この知人からの誘いには乗

りませんでした。 

ところが、曽和さんの知人は諦めずに、ことあるごとに「養蜂をしてみないか」と声をか

け続けました。 

そもそも、曽和さんは食品を取り扱う仕事をしていたので、国産蜂蜜の可能性には気づい

ていました。 

蜂蜜は、砂糖と比べて１．５倍の甘さがありますが、カロリーは７０％～８０％しかない

ため、カロリー控えめの甘味料として使えます。 



また、蜂蜜の美容成分が注目されて化粧品としても取り扱われているようです。 

ちなみに、古代エジプトでは、ミイラの防腐剤として蜂蜜が使われていたという史実も残

されています。 

このように成分としても評価され、歴史のある蜂蜜市場の国産の比率は、わずか７％しか

ありません。 

曽和さんはこのような基礎知識を持っていたので、繰り返しの知人からの誘いについに心

が動き、養蜂家の道を歩き始めたのでした。 

 

曽和さんに養蜂の修行でつらかったことを尋ねると、予想通りの答えが返ってきました。 

それは、蜂に刺された事。 

特に鼻の穴の中を刺された時の痛みは、猛烈だったようです。 

なぜ、そんなところを刺されたのでしょうか。 

それは、防護服の顔を覆う網が破れてしまい、その中に蜂が入ってきてしまったから。 

想像しただけで、恐ろしい光景です。 

 

この私の怯えた表情を見て曽和さんは、 

「平堀さん、よくテレビでスズメバチの巣を駆除する様子が放映されますよね。攻撃性の

高いスズメバチを退治するシーンを視聴者は固唾をのんで見守るのですが、このスズメバ

チは、ミツバチの巣を襲いミツバチを食べてしまいます。ですから、養蜂家にとってスズ

メバチは天敵なんです。ですが、テレビで取り上げられるスズメバチはキイロスズメバチ

で、１匹のスズメバチが、１匹のミツバチを食べるだけ。従って、被害はさほどにはなら

ないのです。それより、恐ろしいのが、オオスズメバチ。このハチの攻撃力は半端ではな

く３０匹で、４万匹から５万匹が生息するミツバチの一群（養蜂箱）を、絶滅させてしま

います。まるでギャングですよね」。 

「でもね、平堀さん、もっと恐ろしい生き物がいるんですよ。それは、クマ。一撃で養蜂

箱を壊し、蜂蜜を食べつくしてしまいます。そして、クマがやっかいなのは、養蜂箱の設

置場所を覚えて繰り返し襲ってくること。ですから、一度クマに荒らされてしまうと、そ

の場所で養蜂を続けられなくなるんです」。 

 

この話をしながら曽和さんはニッコリと私に微笑みかけて、茶目っ気たっぷりにこう言い

ました。 

「私は、いつも黄色いフリースを身にまとっているのですが、それは、自分がクマのプー

さんのように振舞ってクマに仲間だと勘違いさせて、襲ってこないようにしているんです」。 

 

そう話す曽和さんが本当にクマのプーさんのように見えて、私は吹き出してしまいました。 

 



すると曽和さんは、少々真剣な顔つきになり、 

「養蜂を会社経営に例えると、蜂は社員になります。この大勢の社員たちが働いてくれる

から、自分は食べていけるのです。ですから、私は体を張って大切な社員（ミツバチ）た

ちを守っていきます」 

と、社員（ミツバチ）への思いを熱く語りました。 

 

曽和さんには誠に失礼なのですが、曽和さんというよりも、クマのプーさんが語っている

ように錯覚してしまい、思わず笑いそうになってしまいます。 

おっとりとしたクマのプーさんのキャラと曽和さんの癒しキャラが重なるからなんでしょ

う。 

 

クマのプーさん、ではなく、曽和さんが拘る養蜂について「自然からの恵みに感謝すると

は、“個性”を生かすこと」にてご案内します。 

 

◆曽和さんが大切にするキーワード 

自然に従う 

人間の都合ではなく自然の流れに身を任せて仕事をする、生きることが大切だと思います。 

 

◆曽和さんのパワー○○ 

ももいろクローバーＺの歌 

とにかく、ももクロの歌を聴くと、気持ちが乗ってきます。 

 

◆曽和さんのコツコツ 

養蜂の記録 

天気や気温に加えて、ハチの行動を観察して記録しています。 

ハチは家族同然なので、ハチの動きをいつまでも見ていられます。 

 

◆自然からの恵みに感謝するとは、“個性”を生かすこと 

 

曽和さんが養蜂家として目指すハチミツは、“個性”。 

一般に普及しているハチミツは、数種類のハチミツをブレンドして味を一定に保っていま

す。これはこれで、相当の技術であると曽和さんは認めていますが、自ら作るハチミツは、

一種類の花から採れたモノに限っています。 

ハチミツは花の種類により、香りや色合い、質感が異なります。 

加えて、採取する時期によっても違いが出るようです。 

 



この“個性”を引き立てると、万人受けしません。 

好き嫌いがはっきり現れます。 

従って、大きな売り上げに結びつきません。 

 

でも、曽和さんは「それでいいんです」と言い切ります。 

その訳は、曽和さんのこれまでの歩みから理解できます。 

 

まず、曽和さんは、養蜂に向いている場所を２００カ所以上探し回りました。 

ある時は、山奥に入り過ぎて愛車の軽トラックをＵターンさせられずに立ち往生してしま

ったり、ある時は、携帯電話の電波が届かない場所でパンクしてしまったり、このような

ことを繰り返しながら、曽和さんはここだと思える養蜂場所を探し歩いたそうです。 

 

曽和さんがその中からここだと決めた養蜂場所に私を連れていってくれたのですが、そこ

に至る山道は、ギリギリの道幅・急こう配・崖・未舗装という悪条件だらけの険しさでし

た。 

現場に着いた曽和さんは、そそくさと防護服に身を固めて養蜂箱に近づき、 

「おお、元気だね」 

「今日も、ありがとうね」 

と、ハチたちに語り掛けた後、私に、 

「平堀さん、ここの太陽の光、風と緑の匂い、土や花の香り、気持ちよくないですか」 

と尋ねました。 

「自然って、本当に凄いし、ありがたいですよね。自然の恵みの花にハチが飛び、ミツを

集めてくれるんですから。ミツバチが生涯で集められるミツの量は、ティースプーン１杯

分。わずか４ｇ程度なんです。この現実を目にしたら、彼女たちの努力をそのままの純粋

無垢の状態で届けたいと思うんですよね」。 

 

「だから、お客さんに『このハチミツ美味しいね』と言われると、彼女たちの努力が報わ

れたような気がして、無性に嬉しくなるんです」。 

 

曽和さんから話を聞いていると、世の中にあるモノに“個性”があるのが当たり前。 

それを中和させてしまうのは、自然からいただいた恵みに対しての冒涜だと訴えられてい

るような気がしてきます。 

 

戦後の植林政策の影響で、広葉樹が少なくなり蜜源が減ってしまっているようです。 

蜜源になる木。それは、ミカン、ハゼ、ソヨゴ、栗、ニセアカシアなどなど。 

 



この貴重な蜜源に養蜂箱を置くところから、養蜂家の仕事が始まります。 

一つの養蜂箱には、約３６，０００匹のハチが入居しています。 

ミツバチが花の蜜を吸い取り巣に持ち帰られる量は、０．０２ｇ。 

これらの蜜を巣に貯え、ミツバチの羽の振動で蜜の水分を蒸発させて濃縮する。 

これらの工程を経て、保存性の高いハチミツが出来上がっています。 

 

数万本の花と数万匹のハチたちの、途方もない労力によって生成されたハチミツ。 

この事実を知れば知るほど、曽和さんのハチミツの“個性”を重んじたいとの思いの根底

が見えてくるような気がします。 

 

今回の取材を通じて曽和さんから、自然からの恵みに感謝するとは、“個性”を生かすのと

同義なのだと教えられました。 

“個性”の尊重を肝に銘じましょう。 

 

◆曽和さんのプロフィール 

職業： 養蜂家  

  

◆養蜂家とは？ 

（13歳からのハローワーク公式サイトから抜粋しました） 

蜜蜂を使ってハチミツを採取する。定置養蜂家と移動養蜂家がいる。移動養蜂家は、春か

ら夏にかけてナタネ、レンゲ、アカシアなどの花を追い求めて、南から北へ蜜蜂を運搬し

ながらハチミツを集める。日本には 5000人ほどの養蜂家がいるが、高齢化にともない移動

養蜂家数は少なくなった。養蜂家になるには、養蜂家に弟子入りするか、養蜂場に就職し

て、蜜蜂の健康管理や蜜を採る作業、巣箱の管理、天敵のスズメバチ対策、冬を越すため

の保温管理などの技術を学ぶ。独立するには、定置養蜂家なら蜜ができる植物がある敷地

の確保や、蜜蜂、巣箱、燻煙器、遠心分離器などの道具も必要だ。伐採や都市化で蜜がで

きる植物が減少しこの職を離れる人が増え、さらに海外からの安いハチミツの輸入などで

押され気味だが、蜜蜂はイチゴやメロンなどのハウス栽培、リンゴ、ナシ、サクランボな

どの果樹園でもポリネーター（花粉媒介者）として利用されており、ローヤルゼリーやプ

ロポリスなどの健康食品の素材にも使われている。そして、何より、自然と共に生きる仕

事として意義を感じている人が多い。 

 

◆養蜂家に求められる能力 

感謝心：大自然からの恵みに有難いとの思いを持ち接する力 

観察力：ハチの行動の細部に目を配りハチの変化に気づく力 

研究心：より品質の優れたハチミツを作るために学習する力 



販売力：拘りのハチミツを顧客に認めてもらうための創意工夫と行動力 

自然体：肩から力を抜いて、あるがままを受け入れて生きる力 

 

 


